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「一一 〈 概 要 〉

… 児 童 が よ り意 欲 的 ・主 体 的 に対 象 に働 きか け・ か か わ りを深 め て い くた め に は・教 師 が
児 童 の多 様 な 気 付 きを見 取 り、 新 た な活 動 の中 に生 か す 支援 を工 夫 して い く必 要 が あ る と

:考 え た。 そ こで、 児 童 の気 付 きに視 点 を あ て、 その 気 付 きを生 か す支 援 を どの よ う にす れ

は よ い の か を授 業 実 践 を通 して考 察 した。

そ の結 果 、 「意 識 化 す る」 「価 値 付 け る」 「共 有 化 す る」 「方 向付 け る」 「関 連 付 け る」 と

い う、 児 童 の気 付 きを生 か す5っ の支 援 の方 向 が 明 らか に な った。 そ して、 そ の よ う な 支

援 をす る こ とに よ り、 自分 に 自信 を も って意 欲 的 に人 や環 境 に か か わ る児 童 の姿 が見 られ

る よ うに な った。
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1研 究主題 について

平成11年 度 生活部会研究主題

児童 の気付 きを生 か し、かかわ りを深 めるための支援の工夫

研究主題設定の理由

<児 童 の 実態 か ら>

1年 生 が 入学 して ま もな く、 マ リー 嚇 轡}

ゴー ル ドの種 を まい たA児 の鉢 か ら3

本 の芽 が 出 た。A児 は、 大 切 に世 話 を 野

し、 毎 日か か さず水 を や って い た。 そ 、・ せ

して数 日が た った と き、A児 は次 の よ 隈

うに っ ぶ や い た。 暮

「3つ と も大 き さが違 うよ。 階 段 み 戴嵐

た い だ。」'.
、》

0

A児 の 発 見 で あ り、 気 付 きで あ る。 嚇

そ れ に対 して 教 師 は・ 噛 ・

「ほん とだ ね 。 す ご い 発 見 だ ね。」

と ほめ 、 認 め る支 援 を 行 った。 そ の こ

…　 『

響 ∴ 、亀 陳 麟

凝終
ザ 錘.・ ぶ

伊 景

冶 鳶

翫'㍗々 '丞

・縁 涛 ご
、

鴨ゲ凝罫輪

h馬

齢
瓶 ぜ

、鴫 嘱

とで 自信 を も ったA児 は、 目を輝 か せ な が ら、 さ らに次 の よ うな言 葉 を続 け た。

「ま るで 成 長 して い るみ た いだ。」

教 師 の 言 葉 か け一 っ が 、A児 に 自信 を もたせ る とと もに、 さ らな る気 付 きを呼 び起 こす 支 援

とな っ た。 そ して 、 そ の ことでA児 は、 自分 が 育 てて い るマ リー ゴー ル ドが命 を もち 、成 長 し

て い る との 見 方 を 深 め て い た。

次 に、 教 師 が 、 そ の マ リー ゴー ル ドの鉢 を デ ジ タル カ メ ラで撮 り、 翌 日に はA児 の言 葉 と と

もに 教 室 に掲 示 して ク ラス に紹 介 す る と、 さ らに 多 くの 変 化 が 見 られ た。A児 は も とよ り、 多

くの 児 童 が 、 自分 の鉢 の芽 を注 意 深 く観 察 した り、 一 層 意 欲 的 に世 話 を す る よ うに な っ た。 ま

た 、 その 様 子 を教 師 に伝 え た り、 「は っけん カ ー ド」 に書 い て教 え た りす る な ど 、 新 た な 活 動

へ 広 が って い った。

マ リー ゴー ル ドを育 て て い るB児 は、 「一…番 大 き いの はお父 さん で 、 中 く らい の は お 母 さん

で 、 一 番 小 さい の は子 ど もなん だ よ。」 と話 した。

A児 の気 付 きを聞 い たB児 は、 自分 の鉢 で も確 か め、 自分 な りの言 葉 で 伝 え た。B児 は、 友

だ ち の気 付 きを き っか け に、 自分 の マ リー ゴー ル ドへ の親 しみ を 深 め て い った。

こ の よ うに児 童 の気 付 きを ク ラス全 体 に広 め、 共有 化 す る こ とで 、 多 くの 児 童 の対 象 に 対 す

るか か わ り方 が よ り深 く、 よ り愛 着 を もって な さ れ る よ うに な った。
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〈生 活 科 の課 題 か ら〉

生 活 科 の活 動 が 楽 しい ま まで終 わ らず に、 児 童 一 人 一 人 が 自分 の よ さを 発 揮 し、生 き る 力 と

な って い くよ うに す る こ とが、 今 日的課 題 に な って い る。

そ の た め に は・ 児 童 が学 習材 に対 して主 体 的 にか か わ り、 そ の 中 で生 起 した気 付 きを 大 切 に

す る必 要 が あ る。 「活 動 あ って 、学 び な し」 とい う生 活 科 へ の批 判 は、 児 童 の気 付 きが 十 分 に

生 か され て い な い こ とへ の警 鐘 で あ る。 教 師 は、 児 童 の気 付 き に対 して、 よ り積極 的 に、 よ り

意 図 的 に働 きか け て い く必 要 が あ る と考 え る。

しか し、 児 童 の気 付 きを生 かす た め に は、 次 の よ うな課 題 が 考 え られ る。

第 一 に、 気 付 きにつ い て の概 念 が、 十 分 に理 解 され て いな い こ とが 多 い。

第 二 に、 気 付 きを見 取 る こ との難 し さが あ る。 気 付 き と は、 本 来児 童 一 人 一 人 が 独 自 に獲 得

して い くもの で あ る た め、 多 様 な もの で あ り、 さ らにそ の表 現 の仕 方 も児 童 一 人 一 人 異 な って

い る。 多 くの 児 童 の こ う した気 付 き を一一人 の教 師 が どの よ うに見 取 って い くの か が次 の課 題 で

あ る。

第 三 に、 教 師 が 気 付 き を見 取 った 際 に行 わ れ る支援 が、 児 童 のか か わ りを深 め るの に、 よ り

よ い支 援 で あ るか ど うか と い う課 題 で あ る。 ほめ る こ とで 自信 を もたせ 、意 欲 を高 め たい のか。

ま た、 他 の児 童 や ク ラ ス全 体 に広 め る こ とで、 活 動 へ の新 た な視 点 を もた せ た いの か 。 そ れ ま

で の 児 童 の経 験 や知 識 と関連 させ る こ とで、 対 象へ の見 方 や か か わ り方 を 深 め た いの か な ど。

教 師 は、 児 童 の気 付 きに 対 して、 どの よ うな支 援 をす れ ば 児 童 の 活動 を よ り活 発 に し、 か か わ

りを 深 め る こ とが で き るの か を想 定 して お く必 要 が あ るの で は な いか。

私 た ち は、 以 上 の よ うな こ とか ら、 気 付 きの概 念 を 明 確 に す る と と もに 、 気 付 きを 的 確 に 見

取 る手 だ て を考 え 、 児 童 の気 付 きを活 動 や 体 験 の中 で生 か し、 身 近 な人 や環 境 との か か わ り を

深 め る こ とが で き る よ うな支 援 の 在 り方 を明 らか にす る こ とが重 要 で あ る と考 え、 本 研 究 主 題

を設 定 した。

そ して 、 児 童 の 具 体 的 な姿 を 通 して 検 証 して い きた い と考 え た。

」㌔
、

酢
.駈

無,
∵ ・

蔚

'

蝋

義
議

、

(1年 「公園で遊ぼう」の単元で身近な人とかかわりを深めているfど もたち)
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II研 究の構想

「 一生活科 の目標 一 一

1具 体的な活動や体験を通 して自分と身近な1

借鍵1鑑笙離鶉響慧塩 良争i
ヨ

その過程において生活上必要な習慣や技能を

1身 に付けさせ、自立への基礎を養 う。1

一一 社会 的背景 一 一

卜 自ら考える力の育成
・基礎 ・基本の定着と個性を生かす教育

i・特色ある教育活動の展開
・横断的 ・総合的な学習活動

L

r-一 ・生活部会研究主題 一

一一児童 の気付 きを生か し、かかわ りを深 めるための支援 の工夫1「

輪灘 卵
購餐馴
,◎彗吾ご蹴 寡尋I

b童 誌 や環境にi
iか かわ る体験 が少1
　 ユ

iな く、 かかわ り方i

】 え て い る
。

ii

一一 目指す児童像 一「

燵 な人や環境に進んでかかわろうとする1

薩 いたことを活動の中に生かそうとする1

薩擬翫
1幣 瀦 乞簡

卜黙 贈 蒜t

{

が苦手な児童幽 膿 靴 瓢 童嚥fきを齋!に 生かす支援騨

b懸 の気付きの量

諜1ま ・個人差1

鷹 繍 犠 濾 誓な人や環境とのかかわりを深めt

構 灘 の具体的な姿を嘱 憂薦 藤 ・
1を しながら気付 きを生かす支援をすれば、身近な人やl
l環境 とのかかわりを深め、意欲的に活動することがで1

竺 竺 三L____」

わ りを重視 した授 「

業づ くり
・児童 の気付 きを見

取 り、活動 や体験1

.AO科 的.関 連嗣

指導の一層の推進

一 研究内容

卜 「児童の気付 き」や 「かかわりの深まり」についての基本的なi
考え方を探る。
1・ 児童の気付 きを見取 る工夫 をす る。l

l・1単 位時間での、「児童 の気付 きを生かす支援」の工夫をす る。

r一 研究方法 一
ヨ

iL竺 響 」じ1撃壁茎璽 劃L-一_.一 」

i;●　 酬 騰無 翻 撚 漏痛:
「
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皿 研 究 の 内容 及 び方 法

1研 究の内容

研究主題 に迫 るために、次 の3点 に重点を置 いて研究 を進 め ることとした。

(1)「 懸 の気付 き」 や 「か かわ りの深 ま り」 につ いて}

気付 きを生か し、

かか わ りを深 あるために

の基 本的な考 え方 を探 る。

(2)児 童 の気付 きを見取 る工夫 をす る。

(3)1単 位時間での、 「児 童 の気付 きを生 かす支 援 」 の

工夫 をす る。

2研 究 の 方 法

(1)文 献 や 先 行 研 究 を 通 して 、 「気 付 き」 や 「か か わ りの 深 ま り」 に つ いて 分析 ・整 理 す る。

(2)教 師 を対 象 に した調 査 を し、 「気 付 きの 見 取 り」 と 「気付 き を見 取 っ た と き の 支 援 」 の

実 態 を探 る。

(3)授 業 実 践 を 通 して 、 見取 りの 工 夫 や気 付 きを生 か した支 援 の工 夫 と、 その こ と に よ る か

か わ りの 深 ま りを 検 証 して い く。

IV研 究 の 結 果 と考 察

1研 究の基本 的な とらえ方

111「 児童 の気 付 き」や 「かかわ りの深 ま り」 につ いての基本的な考え方

文献 や先行研究な どを参考 に しなが ら、「気付 き」 「かかわ りを深め る児童の姿」 を、 以

下 の ようにと らえ ることと した。

「気 付 き」 とは1

児 童 は、 様 々 な発 見 を した り、感 動 を した り しなが ら活 動 を して い る。 それ は、 大 人 か

ら見 れ ば些 細 な こ とで あ って も、 児童 に と って は新 しい意 識 の 芽 生 え で あ り、 活 動 の 契 機

とな り う る もの で あ る。

「気 付 き」 は、 他 者 か ら教 え られ る もの で は な く、 児 童 自身 が 具 体 的 な活 動 を通 して 主

体 的 に獲 得 す る もの で あ る。 そ れ らは情 緒 的 な側面 を伴 うものが多 く、活動 を繰 り返 し行 っ

て い く中 で 、 質 的 に変 化 す る こ と もあ る と考 え られ る。

1「か か わ りを 深 め る」 児 童 の 姿

○ 自分 の 思 いや 願 いが 明 確 に な って くる。

町探 検 で 、 初 め の うち、 た だ 「～ に行 って み た い。」 と漠 然 と思 って いた だ けの 児 童 が 、

活 動 を繰 り返 す う ち に段 々 と 「次 は～ で こ うい う こと を して み た い。」 と強 く願 う よ う に

な る。 活 動 の 導 入 段 階 にお い て の 、対 象 に対 す る漠 然 と した興 味 や 関 心 が 、 活 動 を進 め て

行 くに つ れ 、 明 確 な 思 いや 願 い に変 化 して い くので あ る。 これ は、 児 童 が対 象 に対 して 主

体 的 にか か わ ろ う と して い る意 識 の表 れ で あ る。
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○ 対 象 に 対 し、 愛 着 や 帰 属 意識 、仲 間 意識 な ど、 情 緒 的 な 感 情 を もっ よ うに な る。

飼育 活 動 で 、 触 れ る こ と を嫌 が って い た児 童 が、 やが て 生 き物 に対 して愛 着 を もつ よ う

に な り、 大 切 に世 話 をす る よ うにな る。 他 学 年 との交 流 活 動 に お いて は、 繰 り返 し活 動 を

す る こと に よ って、 相 手 を思 う気 持 ちが 芽生 え て く る。 か か わ りを深 め る こ とで 、 そ れ ま

で に なか った相 手 に対 す る特 別 な意 識 や感 情 が生 ま れ るので あ る。

○ 対 象 に 対 す る見 方 や と らえ 方が 変 わ って くる。

植 物 の 観 察 にお い て は、 活動 を進 め て い くに つ れ て、 よ り細 か い と こ ろ まで 目 を向 け る

よ うに な っ た り、 そ の 作 り方 や 育 て 方 に疑 問 を も った りす る よ うに な る。 探 検 活 動 に お い

て も、 段 々 と 目の っ け所 や 感 じ方 が 変 わ って くる な ど、 対 象 の 受 け とめ方 が変 わ って くる。

○ 技 能面 が 上 達 す る。

人 との か か わ りにお いて は、上 手 に 質 問 で きる よ うに な った り、 自分 の 言 い た い こ と を

伝 え られ る よ うに な った りす る。 創 作活 動 に お い て、 道 具 を 使 う こつ が 身 に付 いて く る な

ど、 対 象 と よ りス ム ー ズ にか か わ る術 が身 に付 い て くる。

○ 活 動 が 活 発 に な り、 広 が りが で て く る。

お もち ゃづ く りの活 動 で は、 その 過 程 を通 して、 次 第 に教 え合 いや協 力 す る姿 が見 られ

る よ うに な った り、 ク ラス全 体 で の お も ち ゃ大 会 へ と発 展 して い った りす る。栽 培 活動 で、

一 生 懸 命 世 話 をす る よ うに な った り
、 成 長 の気 付 きを ク ラス の友 だ ち に発 表 した りす る な

ど、 活 動 に活 気 がで て くる。

○ 活 動 が 日常 化 して くる。

栽 培 活 動 で、 休 み時 間 や放 課 後 な ど、 進 ん で植 物 の世 話 をす る よ うにな る な ど、 決 め ら

れ た時 間 だ け で な く、 日常 的 にか か わ ろ うとす る。

以 上 の よ うな考 え を基 本 に し、 以 下 の よ うな視 点 に立 って 授 業 実 践 を行 うこ と と した。

児 童 が 活 動 や体 験 を通 して と らえ た もの す べ て を 「気 付 き」 とす る。 ま た、1単 位 時 間

で のか か わ りの深 ま りが 繰 り返 し行 わ れ る こ とに よ って、 単 元 全 体 の か か わ り も深 ま っ て

い く とい う考 え に基 づ き、 「か か わ りの深 ま り」 を

・1単 位 時 間 、 ま た は 日常 の短 い期 間 で の児 童 の変 容

Lニ ー 『嘲 間での臆 の変容 とに分1ナてとらえZ4'く0」

(z児 童 の 気 付 きを 見 取 る工 夫

気 付 きを 生 か す た め に は まず必 要 な こ とは、 一 人 一 人 の 気 付 きを 的確 に見 取 る こと で あ

る。 私 た ち教 師 は、 発 言 ・つ ぶ や きな どの音 声 表 現 、 学 習 カ ー ドな どの 文 字 や 絵 に よ る表

現 、 表情 や 行 動 な どの 身 体 表 現 な ど、様 々な手 だ て を通 して 、 児 童 の気 付 きを 見 取 っ て い

く ことが 求 あ られ る。 しか し、実 際 に は、 教 師1人 対 児 童 多 数 、 児 童 の 表 現 力 の個 人 差 な

ど に よ り、 一 人 一 人 の 気 付 きを 十 分 に 見取 る こ とがで きな い と い う課 題 が あ る。

そ こで 、 「児童 の気 付 きを生 か しか か わ りを深 あ るた め の支 援 の 工 夫 」 と い う研 究 主 題

に迫 る た め に、 学 習 カ ー ドの 活 用 な ど と合 わ せ て、次 のよ うな気 付 きの 見取 りの 工夫 を行 っ

た。
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① 主 な気 付 き を予 想 す る。

児 童 の実 態 や今 まで の か か わ りの様 子 な どか ら、 活動 や 体験 の ね らい に迫 る主 な気 付

き を予 想 す る。 そ の こ とに よ り、 教 師 が 意 図 的 ・計 画 的 に 児童 を見 る よ う にな り、 児 童

の 気 付 きを よ り多 く見取 る こ とが で きる。

② 視 聴 覚 機 器 を利 用 す る。

児 童 は、 活 動 中 に、 気 付 い た こ とをつ ぶ や いた り教 師 や友 達 に教 え た りす る こ と が あ

るが 、 そ うい った気 付 きが 十 分 に生 か され ず に終 わ って し ま う こ とが 多 い。 また 、1年

生 の 初 期 の段 階 で は、 気 付 い た こ と を文 字 で 表現 す る こ とが で きな い 児童 もい る。 そ こ

で 、 視 聴 覚 機 器(テ ー プ レコ ー ダ ー、 デ ジ タ ル カ メ ラな ど)を 利 用 して、 活 動 中 に 児 童

が 気 付 い た こ とを と ど めて お け る よ う にす る。

③ 家 庭 の協 力 を 得 る。

事 前 や事 後 に 保護 者 に ア ン ケ ー トや感 想 を求 め、 児 童 の 実 態 を把 握 した り、 家 庭 の 会

話 の様 子 な どを教 え て も ら った りす る。 そ の こと に よ り教 師 が、 学 校 で は見 とれ な か っ

た児 童 の様 子 を知 る こ とが で き る。

④ 観 察 対 象 児 を選 ふ 。

1単 位 時 間 ごと及 び単 元 全 体 を通 して 、 教 師 が 注 目 し、 積 極 的 に支 援 しか か わ っ て い

こ う とす る児 童 を選 び、 個 表 を作 成 しなが ら意 図 的 に そ の児 童 を見 取 って い く。

ア.1単 位時間で のかかわ りの深 ま りを見取 る観察対象 児1

前 時 まで の 気 付 きや か か わ りの 様子 、1単 位 時 間 の ね らい、 教 師 の願 い を考 慮 して選

ぶ。

(例)・ 気 付 き はあ るが 、 あ ま り 自覚 して い な い児 童

・気 付 きが少 な い児 童

・次 の活 動 の契 機 に な る よ うな気 付 きが 期 待 で きそ うな 児 童

・前 時 で の気 付 きを本 時 で 生 か す こ とが 期 待 で きそ うな 児童

イ.単 元全体 を通 してのかか わ りの深 ま りを見取 る観 察対 象児

その 単 元 を通 して変 容 して ほ しい と教 師 が 願 う児 童 を選 ぶ。

(例)・ 対 象 と のか か わ りを た くさん もって ほ しい 児童

・友 達 との か か わ りを もって 活動 して ほ しい 児童

単 元 名 「あ き とあ そ ぼ う」
一 単元に入る前の児童の実態

観察対象児(M・T)1謝 雛蜘 最}、購 譲騰 礫蒜灘 怨 禁簸 撫 謙
已 豊 璽・を感 じ… 自然を和1肌 て楽 しく遊ん灼 して ほ し・. .一_■1

一「翫一一}支

春の大久保公園 との比較を思、

1い 起 こしなが ら、季節の変化

iへ の気付 きを深めたい。

1ま葛鵬㌫ 論鰐賢難I
l活 動 す る。

湘

1季 節 の 変 化 を 感 じ取
っ1友 だ ち が ケ ー トボ ー そ うか 、 そ うや って 持 つ=一 層 意 欲 的 に ゲ ー ト

て ほ しい。 その ため に、[・ レす る 様tを 見て 、 のか 、 な る ほ どね 、押 さ えt一 ル に取 り組 ん で

蕩1野鷲薯論 鐙1『慧 維2棄i弛 爵ぞ癬'蓄 ゑ届i
」、ナこ.緊 弓長曳、味 な 表i

l青か ら、 徐 々 に ゆ と

積 極 的 に、 高齢 者と かi一 強 く打 つ ん だ よ」
、と、-tく ん と教 え て も ら っ りを も っ た笑 顔 が 見か わ

って ほ しい。

腹 縣 見ニソとし隔 ㌫縷 こ醜 力1臆、・られるようにな広

一7一



(3)1単 位 時 間 での 、 「児 童 の気 付 き を生 か す 支 援 」 の工 夫

気 付 きを生 か し、 かか わ りを深 め る支援 を す る こ とで、 児 童 が 対 象 へ か か わ る意 欲 や 自

信 を もち、 か か わ りの質 を深 め た り、 新 たな 活動 へ の契 機 と した りす る こ とが で きる と 同

時 に、 一 人 一 人 の気 付 きを生 か す こ とで 、 他 の 児 童 の か か わ り方 も深 め る こ とが で き る と

考 え た。 児童 の気 付 きを生 か す た め に は、 その 気 付 きを次 へ つ な げ る とい う方 向性 を も っ

た支 援 を 明 らか に す る こ と

気付 きを生か す支援 の工夫
が大 切 にな って くる。

そ こで、先行研究の 中で

研究 されて きた支援 の在 り

方 を もとに、児童の気付 き

の生か し方を、「餓 化訓

る」 「価 値 付 け る」 「共 有 化

す る」 「方 向 付 け る」 「関 連

付 け る」 の5点 に しぼ り、

支 援 の 有 効 性 や か か わ りの

深 ま りを 、 授 業実 践 の 中 で

検 証 して い くこ と に した。

ま た、 活 動 計 画 作 成 の 際 に

は、1単 位 時 間 ごと に、 ど

こに支 援 の重 点 を置 くか を

考 慮 し、 意 図 的 ・計 画 的 に
口

〈支授 の方 向〉

団
〈具体 的 な内容 〉

話

を

聞

く

見

守

る

共

に

活

動

す

る

答

え

る

賞

賛

す

る

承

諺

す

る

共

感

す

る

示

唆

す

る

促

す

知

ら

せ

る

励

ま

す

手

伝

う 猫
薗土

支 援 が で き る よ うに工 夫 した。

1① 意識化する

児 童 は、 教 師 の 目か ら見 て、 何 か に気 付 いて いて も 自分 自身 が、 自覚 して い な い

こ とが あ る。 そ の 気 付 きを 自覚 で きる よ うに して い くこ と。 また、 教 師 が 働 きか け

る こ とで 、 児 童 の 気 付 きを 促 す こ と。
ri
② 価 値 付 け る

児 童 の 気 付 き に対 して、 そ の素 晴 ら しさや大 切 さを 、教 え て い くこ と。
　

1
③ 共 有 化 す る

ii児 童 の気 付 きを本 人 だ け に と どめ ず 、他 の 児童 、 グ1L一 プ、 ク ラ スな ど に広 め る

iiこ と・

1④ 方鮒 ける
児 童 の 気 付 きか ら、 どの よ うに活 動 して い くか 、 考 え る よ うに促 す こ と。ll

⑤ 離 付 け る

!瞳 の気付 きを・ それ までの自分 の経験や購 とっなが りがある ・とを知 らせ る
こ と。 ま た、 友達 の 気 付 き と比 べ た り、 合 わ せ た りす るよ うに して い くこ と。

⇒
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㊧

気 付 き を生 か し、 か か わ りを深 め る過 程 を 図 に表 す と以 下 の よ うに な る。

単

元

を 自立に

通 つながる力

し

爾
○多様な人と
のかかわり

○ 日常的環境
づ くり

OTTの 活用

○合科 ・関連
的な指導

○ゆったりと
した活動時

間の確保

:

etc.

て

の
か

か

わ

り

の
深

ま

り

↓

↑

㊧

㊥

1単 位時間での
かかわ りの深 まり

㊧

意識化す る

価値付ける

共有化する

方向付ける

関連付ける

⑱ 気付 く ㊥ 見取 り ㊧ 支援 ㊧ かかわりの深まり

とれ に しようかな。

これ は赤 くて きれいだな。

ぎざぎざ して いてお もしろいか ら、

これに しようか な。

勲'a

%鶴1・1

葉 っぱをい っぱいひろ ったね。

写 真を撮ろ うか?

関連付ける

匡
雨の 日の方 がよ くすべ るよ。

○○ くん も、 やって ご らん よ。 露 翻
　れのFlの すべ り0と 　 の ロのす へ り一
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2実 態調査

111調 査 の目的

「気付 きの見取 り」 と 「気付 きを見取 ったときの支援」 の実態 を探 るために、 臼々生 活

科 の授業 を行 ってい る低学年 の教師 を対象 に意識調査を した。

121調 査 の方法

調査対象 都 内公立小学校1・2年 担任教 師 回答数(437名)

調査方法 多肢選択法及 び自由記述

i3>結 果 と考察

「諭 生活科の授業の中で洞 を大薇 「1
いますか◎(2っ に○)1

児童 の意欲 児童 の願 い 気付 き

直接体験 人 とのかかわ り
1

自然 や社会 とのかかわ り 表現力 その他
!

「児童 の意欲」 や 「直接 体験」が多 い。 体験

や活動 を通 して学 ぶ とい う生活科 の基本 的な

部分 での意 識が高 い ことが分か る。

「 τ二 二 τ
i問2生 活 科 の評 価 で、 一 番 難 しいの は ど れ
i

lで す か。(1つ に○)

L塾 」●意欲・態度 思考'表 現 気付きL」

一

こ1一 麟 嘩 1
,蝋,繍 鞭

'

、。 準
,讐 ・.

一 瞬 罷i;
;'・

と 、

懸繋一、'塾

轍 鵜 購 騨 騨・
… 麗 ,1、 蟻

・搬1'

'
・困=1

1
(彗 重{立%)c・02030405c6070

i

この 質 問 に は 「気 付 き」 と答 え た人 が 半 数

以 上 占 め て い る。 活 動 や体 験 を通 して児 童 が

と らえ た 気 付 きを 的 確 に見取 って い くことに、

苦 心 して い る こ とが分 か る。

問3活 科 の授業 において、児童の気付 きを1

どの よ うなものから見取 。て いますか。}

気付き
54%

関心 ・意欲 ・態度

23%

考 ・表現

23%

(2つ に○)

拳㌫ 轡 淫品
行㌦ 表現1

発言

つぶやき

行動

灘

陣 一・

諜
「学 習 カ ー ト 」 ・ 「つ ぶ や き 」 と 答 え た 人 .。...

01V山3C40一 郵、 就

が 多 い。 「学 習 カー ド」 は、 形 と して残 る も

の で あ り、 学 習後 で も評 価す る こ とが で きる。 書 いて表 現 させ る こと を通 して、 児 童 一人

一 人 の気 付 きを確 実 に 見取 ろ うと して い る こ とが 分 か る
。 表 現 す る こ と は、 自分 自身 へ の

振 り返 りに もっ な が る。 「つ ぶ や き」 は、 形 と して残 る こ と は な い の で 、 十 分 に 見 取 れ な

い こ と もあ る。 しか し、 児童 の気 付 きの 内容 を 理 解 す るた め に も、 活 動 の 中 で の 児童 の 何

気 な い 表現 か らきめ細 か く見取 ろ うと努 力 して い る姿 が うか が え る。 教 師 は児 童 と と もに
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活 動 し会 話 す る 中 で、 児 童 の様 子 を よ く見 て 聞 き取 ろ う と して い る こ とが分 か る。

問4児 童の気付 きを見取 るため に工 夫 して いることや困 っていることが あ った ら教 え

て くだ さい。(自 由記述)

以 下 は、 多 か った回 答

〈 工 夫 〉

・ワー ク シ ー ト ・カ ー ドの 活 用 と工 夫

・児童 の様 子 を よ く見 る

・一 緒 に活 動 す る

・T・Tを 組 む

・一 覧 表 に記 入 す る

〈 困 って い る こ と〉

・担 任 一 人 で は見 とれ な い

・児 童 の人 数 が多 い

・時 間 が少 な い

・見 取 りが難 しい

・場 が 広 が る と把 握 で き な い

・活 発 な児 童 に 目が い きや す い

・表 現 で き な い児 童 ・自覚 で きな い 児 童 が い

る

ワ ー ク シー トや カ ー ドな ど、 形 と して残 る もの か ら確実 に気 付 きを見 取 って い こ う と し

て い る人 が 多 い。 しか し、 「担 任一 人 で は見 とれ な い。」 「気 付 き 自体 を 見 取 る こ とが 難 し

い。」 「時 間 ・人 数 ・場 の広 が りな ど に よ り見 取 れ る子 ど もの数 に 限 りが あ る。」 な ど の 悩

み が あ る と答 え た人 が 多 く、 限 られ た時 間 内 で 多 くの児 童 の気 付 きを正 確 に 見取 る こ と に

苦 心 して い る実 態 が あ る と い え る。

問5児 童 の 気 付 きを 見 取 った と き、 とん な こと(支 援)を して い ます か。(自 由 記 述)

以 下 は、 多 か っ た回 答

・児 童 の 自信 や 意 欲 にっ なが る よ うに ほめ る

・ク ラ ス全 体 に広 め る

・認 め、 励 ます

上 記 の 回 答 以 外 に も、 「言 葉 か け を工 夫 す る」 な ど、 支援 の工 夫 が 見 ら れ た が 、 ほ と

ん どの人 が 上 記 の 回 答 に 集 中 して い た。

以 上 の調 査 結 果 か ら、 児 童 の気 付 きを 的確 に見 取 り支 援 につ な げて い くこ と に困 難 さ を

感 じて い る教 師 が 多 く、 気 付 きの見 取 り と生 か し方 が 課 題 とな って い る こ とが 分 か った。
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3授 業実践

「一 πこ 第1学 年 ㎜
大単元名

小単元名

『6年 生 となか よ し』

『6年 生 ともっとなか よ しになろ う』 、
1

'

111単 元 の ね ら い

06年 生 と もっ と親 し くな り、 さ らに 仲良 く遊 ん だ り一 緒 に活 動 した りす る。

06年 生 が1年 生 の た め に た くさん の お世 話 を して くれ た こ とに気 付 く。

06年 生 に対 す る 自分 た ち の思 い を素 直 に伝 え る。

06年 生 の た め に で き る こ とが 増 えて き た 自分 に 気付 く。

(2)単 元 設 定 の理 由

本単 元 は、 次 の3っ の 理 由 か ら設定 した。

・人 と のか か わ りを、 まず 、 す ぐ身近 な異 学 年 児 童 か ら学 んで ほ しい。

・な る べ く異 学 年 の 児 童 と接 す る機 会 を設 け 、一 緒 に遊 ん だ り活 動 した りす る体 験 を

して ほ しい。

・入学 して か らの6年 生 とのか か わ りを 振 り返 った上 で、 これ か らの か か わ り方 を 考

え て い く こ とで、 さ らに6年 生 と の きず なを 強 めて い って ほ しい。

「6年 生 とな か よ し」 の単 元 は、 「6年 生 と も っ とな か よ しに な ろ う」 と 「6年 生 あ

りが と う」 の2っ の 小 単 元 に 分 けて 構成 した。 「6年 生 と も っ とな か よ しに な ろ う」 は、

6年 生 との か か わ りの 質 が 変 わ り始 あ る2学 期 の 初 め に実 施 し、 その学 習 を 生 か して、

そ の後 の 日常 生 活 で のか か わ りを深 め て い くよ うな き っか け の 活 動 と す る。 「6年 生 あ

りが と う」 は、3学 期 の2～3月 に実施 す る。 本 単 元 は、 この よ うな2っ の小 単 元 に分

け、 これ らの間 を約4か 月間 空 けて 、 その 間 に 日々 の生 活 の中 で 一層 気 付 きを増 や し、

か か わ りを深 あ るよ うに と考 え て構 成 した。

(3)期 待 す る 児童 の姿

〈 人 との か か わ り〉

・6年 生 に 対 して 一 層 親 しみ を もっ。

・進 ん で6年 生 と一 緒 に活動 しよ う とす る。

・自分 の で き る お手 伝 い を しよ う とす る。

・友 達 の よ さ に気 付 き、 ほ め た り認 め た りす る。

・友 達 と協 力 しな が ら集 会 の準 備 をす る。

〈 自分 自身 に っ い て〉

・6年 生 に手 伝 って も らわ な くて も自分 で で き る よ う にな った こ とが あ る こ と に気 付

き、 自信 を も って 行動 しよ う とす る。
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(4)研 究主題 と本単元 とのかかわ り

魚
i

① 見取 りの工 夫

1ア.短 冊 や カー ドな どに書 く、 発 表 す る な ど多 様 な方 法 で気 付 きを表現 させ る。
1イ

.日 常 生 活 で 、6年 生 との か か わ りの様 子 を意 識 的 に観 察 して記 録 す る。

ウ.よ り多 くの 目で児 童 の 気付 きを見 とれ る よ うにT・Tで 指 導 す る。

エ .観 察 対 象 児 を選 び、 個 表 を作 って重 点 的 に見 取 る。

1.「1単 位 時 間 で の か か わ りの深 ま り」 につ いて の 縣 対 象 児

さ まざ まな 気付 きが で き、 活 動 の 中心 に な って ほ しい児 童

・ 「単 元 を通 して の か か わ りの深 ま り」 につ いて の 観 察 対 象 児

気 付 き はあ るが、 あ ま り 自覚 して い な い。1年 生 の 友 達 とか か わ る こ と は で

き るが、 異 学 年 児 童 と も も っ とかか わ れ る よ うにな って ほ しい児 童 。

② 気 付 き を生 か す支 援 の工 夫

ア.「 意 識 化 す る」 支 援
1

6年 生 との か か わ りや 自分 の よ さへ の気 付 きは、 あ るの に もか か わ らず、

1年 生 で は 自覚 して い な い こ とが 多 い。 そ れ を気 付 か せ る た あ に、 短 冊 に書

か せ た り、 示 唆 す る助 言 を した り して 自覚 を促 す よ うにす る。

イ.「 価 値 付 け る」 支 援

一 人一 人 の 気 付 きを ほあ て 自信 を もた せ、6年 生 や友 達 と さ らに意 欲 的 に

か か わ れ るよ うに す る。

ウ.「 共 有 化 す る」 支 援

6年 生 との か か わ りに っ い て は、 全 体 で お世 話 に な って い る こ と もあ る が

個 人 的 な こ と も多 い。 また、 全体 で お世 話 に な って い る こ とは、 気 付 い て い

な い児 童 もい る。 そ して 、 自分 自身 へ の気 付 き も自覚 して いな い こ とが 多 い。

そ こで、 教 師 が 児童 の気 付 きを学 級 に広 め た り、 友 達 の気 付 きを相 互 評 価 す

る こ と に よ って 共 有 化 した り して、 自分 自身 が気 付 く き っか け と した い。

エ.「 方 向付 け る」 支 援

6年 生 を 招 く集 会 の準 備 で は、 同 じ係 の友 達 と互 い に教 え合 うよ うに 示 唆

し、 よ り よ くす る に は ど う した らよ い か を 自分 た ち で工 夫 す る よ うに 促 す。

オ.「 関 連 付 け る」 支 援

iな灘 錐 弊 篇 髪三犠 轡 　 i

亜 わぢ画 「6検証 縣 対象児の骸 を編 ε護 覆 顛処 」
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(5)活 動 計 画(10時 間 扱 い)

寺日

0

0

③

④

⑤

⑥

0

⑧

⑨

⑩

児 童 の 活 動 予 想 さ れ る 主 な 気 付 き

6年 生 にお世言舌にな 。た ・とを1

思 い出そ う/

・短 冊 カ ー ドに書 く。

・掲 示 した 短 冊 を 見 て 話 し合 う。

6年 生 と も っ と仲 良 しに な る方

法 を 考 え よ う

・仲 良 しに な る方 法 を話 し合 う。

一緒 に遊ぶ会 の計画 を立て よ う

仲良し集会をしよう一
・始 め の言 葉 、 ゲ ー ム、

終 わ りの言 葉

仲 良 し集会 を振 り返 ろう

・心 に 残 っ た こ と を カ ー ドに 書 く。

・朝 、教 室 に きた と き、 支 度 をす る の を手 伝 って

も らった よ。
・休 み時 間 に遊 ん で くれ た よ。

・教 室 の掃 除 を して くれ た よ。

・全 校 遠 足 の と き、 遊 ん で くれ た よ。

・運 動 会 の と きに、 お世 話 を して くれ た よ。

・学 校 に連 れ て きて くれ た よ。

・地 域班 集 会 で、 一 緒 に帰 った よ。

・朝 顔 の支 柱 を立 て るの を手 伝 って くれ た よ。

・一 緒 に遊 ぼ う。

・プ レゼ ン トを あげ よ う。

・お手 紙 を書 こ う。

・6年 生 の名 前 を覚 え た いな。

・上 手 に な った こ とを見 て も らお う。

・係 分担

司 会 、始 め の言 葉 、 終 わ りの言 葉 、

ゲ ー ムの説 明 の係 な どが必 要 だ。

・み ん な に分 か る よ うに、 ゆ っ く り言 うとい いよ。

・大 き な声 で ゆ っ くり言 わ な い と聞 こえ な いね 。

・6年 生 の○ ○ さん は ゲ ー ムが 上 手 だ った よ。

・6年 生 の名 前 が 分 か った よ。

・○ ○ さん が ぼ くの名 前 を覚 え て くれ た よ。

・○ ○ 君 て、 優 しい よ。
・お姉 さん と手 を っ な い だ ら、 温 か か った よ。

・○ ○ さん と友 達 に な って うれ しい。

・集 会 の 司 会 が上 手 に で きて よ か った。

・6年 生 が 喜 ん で くれ て よか った。

・6年 生 とま た遊 び た い。

潔1認 縫え寒麓護ll:衛 繧綿 窃 坊甑 い.
あ げ た い か な

・どん な こ とを した い か話 す。

・同 じ思 いの児童 が集 ま って、 グルー

プを 作 って 活動 す る。

1H
・ う ち わ を 作 っ て 贈 り た い 。

Il ・ き れ い な カ ー ドを 作 っ て 渡 し た い 。

i・ お 手 紙 を 書 き た い 。
・○ ○ 君 に 、 サ ッ カ ー を 教 え て も ら い た い。

1・6年 生 の お 手 伝 い を し た い。
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(他 教科 との関連 こ生活a他 教科、生活⇒ 他教科 、生活⇔他教科

!1 支援 の工夫

支 援 と 評 価 「「意 価 共 方 関
・1識 値 有 向 連

(★ 気付 きを生 かす支援)(◎ は評 価)
化

ド

付
け
る

化
す
る

付
け
る

付
け
る

・6年 生 の 顔 と名 前 が わか る よ うに、 写 真 を掲 示 して お く。

★ 児童 の気付 きを ほあ た り、共感 した りす る。} ○

★黙:嵩 謝 邊 鉾には・友達の気右士きを矢口らせて同じことがなかつ1ρ

★ 同 じ気 付 き ご とに分 類 して掲 示 した カー ドに着 目 させ て 、 意 識 化 、

共 有 化 を促 す 。

C
l

C

◎(気)た く さん お世 話 に な った こ とに気 付 い た か。1 }

咽 語 、r話 す 。と.聞 く、と』1 1
⇔ 道 徳:『 尊敬 ・感 謝 』

・お互 い に よ く知 り合 え る方 法 を 考 え させ る。 ・t

一if

★;錨2気 付きをほめ・共感 しなが ら・他の児童にも知らせるよ1 0 0

◎(関)意 欲的に方法を考えたか・1[

・全 員 が 楽 しめ る こ と、 時 間 を考 え る こ と を知 らせ る。 ll
★以前 に行 った 「学級遊 ぼ う会」 の体験 を もとに考え るように促す。

ii ○
・ス ムー ズにで きる よ うに係 ごと に練 習 す る場 を つ くる。 ll

篇 錘 塩 灘 蓉脇 讐欝 乞,知らせる.{
◎(関)集 会の準備 に、意欲的 に取 り組 めたか。

鱗 活易話すこと●聞くこ邑 」

c O

O

・集 会 が 順 調 に進 行 す る よ うに、 手 伝 った り助 言 した りす る。 ii
★ 児 童 一 人 一 人 の気 付 きを ほめ、 共感 して受 け止 め る。

ロ○
c

◎(関)楽 し く集 会 に参 加 して い た か。 ll

il
　○★ 児童 一 人 一 人 の 気 付 きを ほ あ、 共 感 して受 け止 め る。

◎(気)仲 良 し集 会 の 体 験 か ら、 人 との か か わ りに 気 付 いた り、 自 夕劉1

Q

自身 につ いて 気 付 い た りす る ことが で き たか 。

⇔ 国 語:『 書 くこ と』 i
_一 一 一一一{} r一

・手 紙 や プ レゼ ン ト作 りに必 要 な材 料 を用 意 す る。

★ どん な こ と を伝 え た い の か を問 い か け る。
il
O

撚 鞭 繕 鰍 鄭 委瓢 界欝 論 の謙 則
O

G

る よ うに示 唆 す る。
11

◎(関)自 分 の思 い を も って行 動 して い た か。
「1

◎(思 ・表)自 分 の思 い を6年 生 に伝 え よ う と工 夫 して い た か。
}聖

a国 語 二 『書 く こ と』 1
r・図 工=『 表 現 』

lI
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(61気 付 きを 生 か した 支 援 とか か わ りの深 ま り(は 、 具 体 的 な 支援)

① 「1単 位 時 間 で の か か わ りの 深 ま り」 に つ い て

ア.意 識 化 す る支 援

〈Y児 の 例>

Y児 は、 日頃 あ ま り気 付 きが な く、1年 生 の友 達 や6年 生 の 児童 との か か わ り も少 な

い 児 童 で あ る。 「6年 生 に お世 話 に な った こ とを思 い 出 そ うiJの 活 動 で は、 「どん な お 世

話 を して も らっ たか な。」 と問 い掛 けて も思 い出 せ な い の で はな い か と予 想 され た の で 、

意 図 的 に支 援 して い こ うと考 え た。

「4月 は、6年 生 が 毎 朝 来 て くれ た ね。 ど ん な こ とを して も ら っ た か な 。」 とY児 に

問 い掛 け た。 す る と、Y児 は、 「朝 、 教 室 か ら来 る と6年 生 の お兄 さん が 『お はよ う。』 っ

て言 って くれ た よ。 それ で 、 ラ ン ドセ ル か ら本 や ノー トを 出 す の を一 緒 にや って くれ た

ん だ 。」 と思 い 出 し、朝 の支 度 の こ とを短 冊 に書 いた。 そ して、 この 気 付 き を き っか け

に、 鬼 ご っ こを して 遊 んで も らっ た こ とや校 庭 で サ ッカ ー を教 えて も ら った こ とに も気

付 き、6年 生 に お世 話 に な った こ とを 自覚 して い った。

イ.価 値 付 け る支 援

<M児 の例>

M児 は、 日頃 さま ざ ま な気 付 き を し、1年 生 の友 達 や異 学 年 の児 童 と も積 極 的 に か か

わ る児 童 で あ る。 「6年 生 に お世 話 に な った こ と を思 い出 そ う」 の活 動 で は 、6年 生 に

お世 話 に な った こ とを た くさん 思 い出 し、 活 動 の 中心 に な るで あ ろ うと予 想 して支 援 す

る こと に したM児 は、 朝 の支 度 を 手 伝 って くれ た こ と、 遊 ん で も らった こ とな ど を9枚

の短 冊 に書 い た。 「とて もよ く覚 え て い たね 。」 とほ め た と こ ろ、M児 は、 自信 を もち、

友 達 に 自分 の短 冊 を見 せ て、 気 付 きを 広 あ た り、友達 の気 付 きを促 した りす るよ うに な っ

た。

ウ.方 向 付 け る支 援

〈K児 の例 〉

「一 緒 に遊 ぶ 会 の計 画 を立 て よ う」 の活 動 の場 面 で は、 日頃 気 付 きが 多 く、 友 達 の よ

さ を認 め る こ とので きるK児 を 中 心 に支 援 し、 活 動 を進 め て い くこ と に した。6年 生 と

遊 ぶ 会 の準 備 で は、 司 会 や 始 め の 言 葉 な どそ れ ぞ れ の係 ご と に練 習 を す るが 、 そ の 活 動

の場 面 で、K児 が 友 達 の言 い方 の よい と ころ に気 付 くの で は な いか と予 想 したか らで あ

る。

K児 は、 終 わ りの言 葉 の係 で あ った が、 友 達 と練 習 して い る中 で 、 「○ ○ さ ん の 言 い

方 が 上 手 だ ね。」 とい う気付 きを した。 そ こで 、 その 気付 き を ほ め 、 友 達 ど う しで 上 手

な と ころ を見 っ け合 った り、 こ うす る と も っ とよ くな る と い う ことを 教 え合 うよ う に助

言 した。 そ して、 聞 い て い る人 が よ くわ か るよ うに 自分 た ちで 工 夫 す る よ うに促 した。
…W-〃V…N-〈-W… 一 ＼〃哩 〃＼一 ■一 …(!＼ ～

す る と、K児 は、 終 わ りの 言 葉 の 係 の 友達 に 「一 人 ず っ 順 番 に言 葉 を 言 っ て、 みん な で

聞 い て あ げ よ うよ。」 と呼 び掛 け た。 そ して 、 この よ うな や り方 で 「も う少 し大 き い声

で 言 った ら。」 とか 「ゆ っ く り言 って いて 分 か りや す い よ。」 な ど と話 し合 い な が ら練 習

す る よ うに な った。
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② 「単 元 を 通 して の か か わ りの 深 ま り」 に つ い て

価 値 付 け る支 援 ・方 向 付 け る支 援

<S児 の例>

S児 は、 日頃 気 付 き はあ るが、 あ ま り自覚 して い な い こ とが 多 い。1年 生 の友 達 と は

か か わ れ るが、 異学 年 の 児 童 との か か わ りは少 な く、 休 み 時 間 に遊 ぶ 姿 は、 ほ とん ど 見

られ な か った。 だ が 、 異学 年 の 児 童 と仲良 くな りた い とい う意 欲 は もってい る。 そ こで・

本小 単 元 の 活 動 を き っか け に して 、6年 生 や他 学 年 の児 童 との か か わ りを広 げ て ほ し い

と い う教 師 の願 い に基 づ い て 支援 して い くこ とに した。

ア.「 仲 良 し集 会」 の活 動 で

集 会 で は、 夢 中 に な って6年 生 と鬼 ご っこを した り、手 を っ な い で 走 り回 って い る姿

が 見 られ た。 集 会 の後 で、 「一一緒 に遊 ん で よ か った。 お も しろ か った。」 と い う気 付 き を

した。 そ こで 、一よか ったね 。二 と共 感 して受 け止 め、 一今度 は、 休 み 時 間 に 校 庭 で 一 緒
い い 　ぬ い い 　 ハ 　ヘズ　い 　 ソ　レ

に遊 ん だ ら。」 と促 した。

イ.「6年 生 に どん な こ とを して あ げ た いか な」 の 活 動 で

6年 生 が 移 動 教 室 に出 か け て い る3日 間 、6年 生 の教 室 の金 魚 に餌 を あ げ た い と い う

思 いを もち、餌 や りを した。S児 は、金 魚 に 「お は よ う。」 と声 をか け なが ら餌 を や り 「口

を パ クパ ク して い る ね。」 とつ ぶ や い た。 「きっ と、S君 に 『あ りが と う』 っ1ζ言 っ て いヘ ドへ ヘ ム ド　 ノ

るん だ よ。 とて もい い こ とを して あ げ て い るね。 と ほめ た と こ ろ、一 層意 欲 的 にな った。
　　 ヘノし　 りヘノ　 ヘ ノへ 　ゐ ソ ノ セグ ヘリ ゾヘノルへへ が ゾ ハハ ノ　ノい ダれ ハぴ

ウ.本 小 単 元 の 活動 後 の様 子

6年 生 か ら餌 や りの お 礼 を 言わ れ て 、S児 は人 の役 に立 った こと を知 り、 自 分 に 自 信

を もっ よ うに な って き た。 ま た、 休 み 時 間 に 異学 年 の児 童 と ドッジ ボ ー ルを して遊 ぶ 姿

が 見 られ る よ うに な った。

7活 動 を終 え て

短 冊 に書 か せ て気 付 きを 表現 させ た こ とで、6年 生 に た くさん お 世 話 に な っ た こ と に 気 付

く こ とが で きた。 そ して 、 そ の 気 付 きを も とに 、 も っ と仲 良 くな りた い と い う気 持 ち を も っ

て6年 生 と遊 ぶ 集 会 を した。 その 中 で 、6年 生 の 優 し さや一 緒 に遊 ぶ 楽 し さに気 付 き、 一 層

親 し くか か わ りた い と い う意 欲 を 高 めて い った。 集 会 の後 の 「これ か ら6年 生 に 何 を して あ

げ た いか な」 の活 動 で は、6年 生 の お手 伝 いを した り、 プ レゼ ン トを あ げ た いな どの 思 い が

出 て、 児 童 は、 そ れ ぞ れ 自分 の や りた い こ とに取 り組 ん だ。 お 手 伝 い グ ル ー プの 児 童 は6年

生 が 移 動 教 室 に行 って い る間 、6年 生 の教 室 の 金 魚 に餌 を や っ た り、 花 壇 の 水 や りを した り

した。6年 生 は、1年 生 の プ レゼ ン トや お手 伝 い を喜 ん で くれ て、 その お 礼 に と1年 生 の 給

食 の準 備 を しに きて くれ た。 この よ うに して 、H常 生 活 で も、 だん だん に かか わ りは深 ま っ

て きて い る。6年 生 との か か わ りを 通 して、 児童 は、 自分 が 人 の役 に立 っ ことの喜 びを感 じ・

自分 か ら も周 りの 人 に対 して 何 か して あ げ た い とい う気 持 ち が芽 生 えて きて い る。

本 小 単 元 で は、 児 童 の気 付 きを 見取 る ため に 、T・Tで の指 導 や 観 察 対 象 児 の 個 表 の 活 用 な

ど を試 み て きた が、 活 動 中 に多 数 の 児 童 の 気 付 きを よ り的確 に 見 とれ るよ う に、 今 後 も さ ら

に工 夫 を重 ね て い きた い。 ま た、 事 前 に支 援 計 画 を立 て て お い て も、活 動 中 に タイ ミン グ よ

く支 援 す る こ とが難 しい場 合 もあ った の で、 適 時 に適 切 な支 援 を行 うため の 工 夫 も考 え て い

く必 要 が あ る と思 う。
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「 一 第2学 年
i

単元名 『お もち ゃをっ くって あ そ ぼ う』

ー
1

11)単 元 のね らい

○ 自分 で材 料 を集 あ て、 楽 しい お もち ゃを作 った り、 そ れ を使 って みん な と遊 ん だ りす る。

○ 自分 た ち で遊 び方 を 工夫 しなが ら、 友 だ ちや身 近 な人 た ち とか か わ り、 楽 し く遊 ぶ 。

○ 友 達 や 自分 自身 の よ さに気 付 き、 お 互 い に認 あ あ って 、活 動 す る。

(z単 元 設 定 の理 由

児童 が、 身 近 に あ る材 料 を使 って お も ち ゃを 作 り、 そ れ で楽 し く遊 ぶ こ とを 目 標 に 単 元

を設 定 した。 自分 の作 りた い お もち ゃを 自分 で決 め て、 どの児 童 に も自分 の思 い や願 い で

作 り上 げ る こ との喜 び を味 わ わせ る こ とが で き、 また、友 達 と一緒 に作 った り、 出来上 が っ

た お もち ゃで い ろい ろな児 童 が り一 ダー に な って遊 ん だ り、 楽 し く遊 べ る活 動 を通 して、

友 だ ち との か か わ りを深 め 広 げ る こと もで き る と考 え た。

活動 の き っか け と して、 夏 休 み に作 って きた 作 品 や保 護 者 に教 え て も ら った お もち ゃ、

さ ら に友 だ ちか ら教 え て も ら った お もち ゃを 提 示 す る こ とで児 童 の意 欲 を高 め る よ う に し

た。 そ うす る こ と に よ って、 自分 で も作 って み よ う とか友 だ ち と も協 力 して作 って み た い

な と い う気 持 ちを もた せ る こ とが で き る と考 え た。 さ らに、 その 後 は、 児 童 の 願 い に 応 じ

て 、 一年 生 を招 待 して遊 ば せ る ことや 、 二年 生 全体 との交 流 や保 護 者 との 交 流 な ど へ と 広

め 、 自分 た ち で 作 った お もち ゃを教 え て あげ た り、 一 緒 に遊 ん だ りす る こ とを通 して、 さ

らに 多 くの人 た ち とか か わ りを深 め る よ う に して い きた い。

(3)期 待 す る児 童 の姿

〈 人 との か か わ り〉

・友 だ ち の よ さを、 ほ め た り、 認 め た りす る。

・友 だ ちに教 え た り、 教 え て も らった りす る。

・1年 生 や保 護 者 に、 進 ん で教 え よ う とす る。

〈 環 境 とのか か わ り〉

・自分 か ら進 ん で材 料 を集 め、 作 りた い お も ち ゃを作 ろ う とす る。

・道 具 の使 い方 を知 り、 安 全 に使 お う とす る。

・遊 び の ル ー ル を考 え、 よ り楽 し く遊 べ るよ うに工 夫 す る。

〈 自分 自身 に つ い て〉

・作 りた い お も ち ゃの作 り方 を調 べ た り
、 友 だ ちに聞 い た り して、 自分 で 最 後 ま で作 ろ う

とす る。

・自分 の よ さ に気 付 き、 自信 を もって 活動 しよ う とす る。

・気 付 い た こと や で きる よ うに な った こ とを 、生 活 の 中 に生 か そ うとす る。
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(4)研 究主題 と本単元のかかわ り

:颪
① 見取 りの工 夫

ア.作 り始 め る と黙 って活 動 す る こ とが 多 いの で 、一 緒 に活 動 す る中 で 、 活 動

の様 子 や作 品 ・発 言 ・っぶ や き ・会 話 ・表 情 な どか ら見 取 る。

イ.観 察 対 象児 を選 び、 個 表 を作 って重 点 的 に見取 る。

ウ.保 護 者 ア ンケ ー トの活 用

家 庭 で、 どの よ うな会 話 が あ ったの か を 、 ア ンケー トとい う形 で 保護 者 に

記 入 して も らい、 児 童 の様 子 を教 えて も らう。

② 気 付 き を生 かす 支 援 の工 夫

ア.「 意識 化 す る」 支援

自分 で 作 ったお もち ゃが よ り よ く動 い た り、 飛 ん だ りす る よ うに児 童 は、

作 りなが らなお した り して さ ま ざ まな工 夫 を して い る。 ど う した ら うま くで

き る よ うに な っ たの か そ の気 付 きを 自覚 して い な い児 童 も い る。 言 葉 で 表 現

させ る こ と に よ って その 気付 きを 自覚 させ る。

イ.「 価 値 付 け る」 支 援

お も ち ゃが で き る とで き映 え ば か りに気 を取 られ、 自分 の お もち ゃ の よ さ

や す ば ら しさ、 独 創性 に気 付 い て い な い児 童 もい る。 そ こで 、一 人 一 人 の 作

品 の よ さを ほあ て、 そ の価 値 に気 付 か せ 一 層 自信 を も って 活動 で き る よ う に

す る。

ウ.「 共 有 化 す る」 支 援

一 緒 に作 って い て も友 だ ち の お もち ゃの よ さや工 夫 に気 付 か な い 児 童 も い

る。 そ れ を気 付 か せ るた め に教 師 が 紹 介 した り、 発表 の場 を 作 り、 グ ル ー プ

や ク ラ スに広 め た りす る。

エ.「 方 向付 ける 」 支 援

招 待 して遊 ぶ 活 動 で は、 ど の よ うに した ら楽 しく遊 ん で も らえ るか を 考 え

る よ う働 きか け、 グル ー プで 話 し合 った り、 分 担 して作 業 を した り して 協 力

す る なか で 、 か か わ りが 深 ま る よ う にす る。

オ.「 関連 付 け る」 支援

お もち ゃを作 る と き は、 幼 稚 園 な どで 作 った経 験 を思 い 出 した り、 図 工 で

作 っ た作 品 を参 考 に させ た りす る。 自分 た ち で遊 ん だ り、 招 待 して遊 ん だ り

す る と き は、 全 校 で の お まつ りや児 童 館 で の お まつ りの経 験 を生 か して よ り

楽 しい遊 びを 考 え る よ うに 促 す。

/か か わ りの 深 ま り ③ 検証 観察対象児の個表 を活用 し、変容 を見取 ってい く。
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(5)活 動計 画(12時 間 扱 い)

ofr

O

・家 の 人 が 教 え て くれ た お もち ゃで

遊 ぶ 。
・知 って い るお もち ゃの 作 り方 を 紹

介 す る。
・作 っ た お もち ゃで 遊 ぶ 。

⑨

⑩

⑪

⑫

　=「

伊 のおもち・を作・てあそr

・お もち ゃづ く りの計 画 を た て る。

・材 料 を準 備 す る。

・工 夫 して作 る。
●艦 嬰 ながら'作 つたり遊

・お も ち ゃを 作 った り、 遊 ん だ りす

る中 で 、 自分 や 友達 の作 品 の 良 い

と こ ろを 知 る。
・作 った お もち ゃで 、みん なで遊 ぶ。

竺_、_」
・誰 を招 待 して遊 びたいか 話 し合 う。
・グ ル ー プで 協 力 して 準 備 を す る。
・招 待 した人 と楽 し く遊 ぶ。

予 想 さ れ る 主 な 気 付 き

・家 の 人 が 教 え て くれ たお もち ゃお も しろ い。

・こん なふ うに遊 ぶ と も っとお も しろ くな るよ ,
・○ ○ 君 の っ く って き た お もち ゃ もお もしろいね。

・こん な材 料 で で き るん だ。

「

…・先 生 が くれ た プ リン トの糸 電 話 が 、 簡 単 に 作 れ

礒 薦 醜 黛4年 生がすごく長、、わりばし

障 虚3作 つてきていたよ・ぜひ・あれを作
,・ ハ エ取 り ガ エ ル 作 り た い な 。 う ま くで き る か ど

う か お う ち で も作 っ て み よ う。

:麗 塊 虚 騰 織 僕にも教えて.
、 ・魚 っ り で こ ん な ふ う に ゲ ー ム に す る と お も し ろ

、 そ う だ よ。 仕 事 分 担 を し よ う。
1・ わ な げ が

、 軽 す ぎ て う ま く飛 ば な い よ 。

・か ん ぽ っ く り で
、 コ ー ス を 決 め て 競 争 す る と お

・おみ や げ も作 るん だ か ら、 い っぱ い作 らな きゃ。

i:灘 先;㌫ 濃 鷲望了雛劣鍵ぎご
て うれ しか った よ。
・1年 生 が す ご く喜 ん で くれ た よ。 お友 達 もで き

た よ。

厩 ζ。作りのまとめをし薦訓 二堰 隻雑 家黛 嚇 管rた よ.

.おもち。新聞を作り、絵.熊i:謀 宅罐 搬 鷹 ㌶=一 鞠,
を 入 れ て ま とめ を す る。 教 えて 遊 ぶ の も楽 しか ったね 。
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(他 教科 との関連:生 活⇔他教 科、生活⇒ 他教科、生活⇔他教科)

支援 の工夫
1-.

支 援 と 評 価
意 価 共 方 関
識 値 有 向 連

(★ 気付 きを生 かす支援)(◎ は評価) 化 付 化 付 付
す け す け け
る る る る る

・保 護 者 が教 え て くれ た お も ち ゃで遊 ぶ
。

★ 児 童 の気 付 きや活 動 の よ さを ほめ た り、 共 感 した りす る。 00
◎(関)い ろ い ろ な お もち ゃに 関心 を 示 し、 それ を使 って 楽 し く遊 べ

た か 。

⇔ 国 語:『 聞 くこ と』

l
l

l
i

・お もち ゃ作 りが 順 調 にで きる よ うに、 本 や 教 材 を 用意 した り寝 助 言

した りす る。 1

・道 具 の安 全 な使 い方 を 教 え る。

★ そ の 児 童 な りの思 いや 気 付 き を聞 き出 しな が ら助 言 す る。 0
★ 幼 稚 園 や 図 工 で 作 って 楽 しか った お もち ゃ も思 い 出 す よ う促 す。

旨 0
★ 友 だ ち と一一緒 に作 る よ さや 話 し合 うよ さ も紹 介 し、 みん なに広 め る。

★ 作 って遊 ぶ 、 遊 びな が ら作 る中 で の 児童 の気 付 きを大 切 に す る。
1
00

O

★ 児 童 の工 夫 や が ん ば り に よ さ を認 あ、 全 体 に も広 め る。 0 0
◎(気)友 だ ちや 自分 の お もち ゃの よ さ に気 付 い た か。

◎(思 ・表)自 分 の 発想 を 生 か して 楽 しい お もち ゃを作 る こ とが で き

た かQ

!

1
◎(関)友 だ ち と協 力 して 、 作 っ た り遊 ん だ りす る こ とが で きた か。

⇔ 図 工:『 表 現 』

⇔ 道 徳:「 整 理 整 頓 」

・招 待 す るの に必 要 な材 料 を準 備 す る。

★ 全 校 で 行 った お まっ りや 児童 館 の お まつ り の体 験 か ら考 え る よ う促
l
l 00

す 。
1

★ や さ し く教 え た り、 仲 良 く遊 ん だ り して い る児 童 を ほ あ る。 0
◎(関)積 極 的 に参 加 して い た か。

◎(気)一 年 生 との遊 び の体 験 か ら、 人 と のか か わ りに気 付 く こ とが

で きた か。 ⇔ 国語:『 話 す こ と」 ⇔ 道 徳:『 協 力 』 1

・新 聞 の 作 り方 の基 本 を教 え る
。

★ どん な こ とを書 きた い の か を 問 い か け 、 意 識 化 させ る。

旨

0
★絵 を入 れ た り して、 読 み や す い新 聞 に な る よ うな工 夫 を 促 す。 0

◎(思 ・表)楽 しか った こ と ・が ん ば った こ とな どを 表 現 す る こ とが

で き た か 。 ぐコ国 語:「 書 く こ と」
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(61気 付 き を生 か した支 援 と か か わ りの 深 ま り(は 、 具 体 的 な支 援)

① 「1単 位時 閤 で の か か わ りの 深 ま り.に っ いて

ア.方 向付 け る支援

くY児 の 例>

Y児 は 、 図 工 の 時 間 で も何 を 作 りた い のか なか なか 決 ま らず 、 友 だ ちの や って い る の

を 見 て よ うや く作 り始 め る と い う児童 で あ る。 作 る こ とが 苦 手 とい う意 識 が あ る の で 、

「自分 の 作 りた い お もち ゃを 作 ろ う。」 と い って もなか なか 取 り組 め な い の で は な いか と

予想 され た の で 、 意 図 的 に支 援 して い こ う と考 え て選 ん だ。

自分 の 作 りた いお もち ゃを決 め る場 面 で 「どん な お もち ゃを 作 りた いの。 糸 電 話 もお
㌔～ 〉"、 ～ ▽ の/)、.)v一 ～ ～V＼ へ/〉 ＼へ へ々V,～ 、へ ～ 、ヘへF、.、.∴へ～vV、 ㌧ 、ハ へmい.へ ～～F賦v'、.▽ ・Cゼ ゾ 西'広'、(△'伽 門ゾ 西

も しろそ う だ よ。」 と プ リ ン トを 見 な が ら、Y児 に問 いか け た。 しば ら く考 え た後 、 「雨
＼～)〉.,._.～ ・.、〃 ＼!・'・ハ.ハ ㌧VVVハ ハ八 へV軸 へ ～ ＼八 へ>>瓜 へく'.＼ ハ'・〈,..へ ～ ＼・

のE:1に み ん なで よ く遊 ぶ こま を 作 って み た いcと 答 え た。 割 りば しを 芯 に して 折 り紙

を巻 き付 け て い ったが 、 あ ま り う ま く回 ら な か っ た。 そ こで 、 教 師 も一 緒 に作 った 。

「先生 の よ く回 る。」 とい うの で 、 「ど こが違 うか な。」 と問 いか け る と 「きれ い に た く さ
い 　がい ハ　 ノ　い マ　　 ヘノぎズノ ゆ へが もハ ヨ　マ　ヘズれ ド　ずヘズ

ん巻 い て あ る。Jと い う気 付 きが あ った。 そ こでY児 の手 を 取 って 、 巻 き方 を 何 度 か 繰

り返 す と上 手 に で き るよ うに な り、 う ま く回 っ た。 そ の ことが 大 き な喜 び と な り何 個 も

作 って楽 しん で い た。

イ.共 有 化 す る支 援

<N児 の例>

N児 は、 様 々 な気 付 きが で き、 意 欲 的 に活動 で き る児 童 で あ る。 作 って は遊 び、 遊 ん

で はよ りよ い もの に 作 りか え て 遊 ぶ 活 動 の 中心 に な るで あ ろ うと予 想 して支 援 して い く

こ とに した。N児 は、 竹 とん ぼ を作 って 遊 ん で いた 。 そ の後 、 屋 外 で 飛 ば して 遊 ん で い

る と きに、 羽 の先 を少 しそ らぜ て 回 す と風 を受 け、 よ く飛 ぶ こ と に 気 付 い た 。 「ほ ん と

だ。 す ご くい い こ とに 気 付 い たね。」 とほ め、 教 師 が グ ル ー プ の 児 童 に 紹 介 した と こ ろ
WゾM'「)、 κ 西 ハ/い ヘ ノ㍉・い,'V㌔,＼/'V一 母 ノ、/V、ハ ～-晒 ρ智/WV〔A/VV＼/VV～ 黙 κ ゾゾ い 一vV)N「V・ 誇 西 ㌧V¢ り

N児 の気 付 きが み ん な に 広 ま り、 羽 を そ らせ て 飛 ば して 楽 しん で い た。

ウ.関 連 付 け る 支援

〈K児 の例>

1年 生 を招 待 して遊 ぶ 活動 で は、 日常 生 活 で もい ろ い ろ な気 付 きが で き、 積 極 的 に友

だ ち も引 っ張 って い くこ とが で き るK児 を中心 に 支 援 し活 動 を進 め て い く こ とに した。

遊 び の グJ'v一 プに分 か れ て 準 備 す る場 面 で 、K児 は、魚 つ りをや った。 魚 を作 る 係 、 っ

りざ お を作 る係 、 バ ケ ツを 作 る係 と友 だ ち と分担 を 決 めて 作 業 を し、 さ らに、 っ れ た数

で メ ダ ノレもあ げ る こ と も考 え て 活動 して い た。 「も っ と、 何 か な いか な。」 と考 え て い た

の で、 「全 校 で 行 うお 祭 りや 児 童館 の お祭 りで ど ん な こ とや った か なc 一 と声 を か け る と
… 》V-V～ ρ～邸 、 》一 ハノW㌔(》Vへ!、 、ハノn-「 、('玖 〆v～ いVv乳 ρ」.Nん 「㌔rV一/＼ズ4、-rV、 ノ,r＼ 「・_一L〆、西 、一 い ズ>V

「児 童 館 で や っ た と き に招 待 券 を配 って い た よ。 あ、 そ うだ 。 招 待 券 を 配 る と1年 生 が

い っぱ い きて くれ るか も。」 と気 付 い た。 早速 、 招 待 券 を作 る係 も決 め 、 作 り始 め た。

当 日は、 呼 び込 み も行 い 、1年 生 にや さ し くや り方 も説 明 し意 欲 的 に活 動 して い た。

② 「単 元 を通 して の か か わ りの深 ま り」 につ いて

価値 付 け る支 援 ・方 向 付 け る支援

〈T児 の例 〉
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T児 は、 日頃 気 付 きは あ る が、 自覚 して い な い こ とが 多 い。 道 具 を使 って物 を作 る こ

とが あ ま り好 きで は な い とい う児 童 で あ る。 だ が、 夏 休 み に親 子 で一 緒 に工 作 を作 る う

ち に、興 味 を もって き た とい う報 告 を保 護 者 か らも らった。 そ こで、本 単元 の活 動 を き っ

か け に して 、 さ らに楽 しん で 活 動 して ほ しい とい う教 師 の願 い に基 づ い て支 援 す る こ と

に した。

ア.「 自分 の お もち ゃを作 って 遊 ぼ う」 の 活 動 で

何 を 作 ろ うか 最 初 決 ま らな か った が、 友 だ ち に誘 わ れ て、 魚 つ りの 材料 を作 り始 め た。

割 りば しにた こ糸 と じ し ゃ くを取 り付 け、 つ りざ お を作 って い た。 一 生 懸 命 作 って い た

が、 な か な か う ま く結 べ なか った の で、 「お 友 だ ちの を 見 て ご らん 、 セ ロ テ ー プ で し っ

か り留 め な い とす ぐはず れ ち ゃ うよ。」 と知 らせ た と こ ろ友 だ ちの を 見 な が ら作 り仕 上

げ る こ とが で き た。 「で きた 。」 と見 せ に きた の で、 「う ま くで きて よか っ たね。」 と ほ め

た と ころ、 そ の こ とで さ らに 自信 を も って意 欲 的 に活 動 で き るよ うに な った。

イ.「 招 待 して遊 ぼ う」 の活 動 で

友 だ ちが1年 生 に い ろ い ろ教 え て あ げ て い る の に、 自分 一 人 で魚 を作 って い た の で 、

「作 り方 や分 か らな い と ころ を 教 え て あ げ た ら。」 と促 した が、 見 て い る だ け で、 働 き か

け よ う と しな か っ た。

ウ.「 お もち ゃ作 りの ま とめ を しよ う」 の活 動 で

っ り糸 を作 って 楽 しか った こ とや グル ー プで 遊 ん で 楽 しか った こと を お もち ゃ新 聞 に

書 い て い た。 「がん ば って作 っ た よね。 遊 ん で楽 しか った ね。」 とほ め る と とて も うれ し

そ うな表 情 を した。

・この単 元 を通 してT児 は、 作 り方 を丁 寧 に繰 り返 し説 明 した り、 や って見 せ た りす る

こ とに よ って 作 る こ とや 作 っ た物 で 遊 ぶ 楽 しさ を知 り、 や れ ばで き る ん だ とい う自 分 へ

の 自信 を もっ よ う にな って き た。

(7)活 動 を終 え て

夏 休 み の作 品 や保 護 者 に教 え て も ら ったお もち ゃな ど を い ろ い ろ提 示 す る こ とに よ って 、

児 童 が お もち ゃ作 りに ス ム ー ズ に取 り組 む こ とが で きた。 そ して実 際 に作 ってみ る ことに よ っ

て様 々 な気 付 きが生 ま れ、 そ れ を も とに さ らに 自分 な りに工 夫 して楽 しく遊 ぶ ことがで きた。

ま た、 同 じお もち ゃを作 りた い児 童 が 集 ま って 作 る こ と に よ って、 気 付 き を広 あ、 活 動 も

広 め る こ とが で きた。 作 った お もち ゃを 使 って 遊 ぶ 活 動 で は、 みん なが よ り楽 しあ る物 を 自

分 た ちで 考 え 出 し、 友 だ ち と協 力 して 分担 や 役 割 を 決 め て 作 り上 げ て い くこ とに よ り児 童 同

士 の か か わ り も深 ま って い った。 自分 た ちで 作 っ たお もち ゃで1年 生 と一 緒 に遊 ん だ り、 作

り方 を教 え て あ げ た りす る活 動 を 行 うな か で 、2年 生 と して の 自覚 も生 まれ 、 進 ん で1年 生

とか か わ りを もと う と して い た。 単 元 の始 ま りで は、 教 師 も材 料 を用 意 し場 を設 定 して い た

が 、 活 動 が 進 む につ れ て児 童 が進 ん で準 備 し、 目を輝 か せ て 意 欲 的 に活動 す る よ うにな った。

本 単 元 で は、 観 察 対 象 児 の個 表 を 作 りそ れ を活 用 す る こ とを 試 み た。 そ の こ と に よ り、 気

付 きを 見取 り、 支 援 を 意 図 的 。 計 画 的 に す る こ とで か か わ りの 深 ま りが 見 られ た。 しか し、

制 作 活動 にお いて は場 が 多 岐 に わ た り、 安 全 面 で の配 慮 も必 要 な た め活 動 中 に、 大 勢 の 児 童

の 活動 を観 察 した り、 つ ぶ や き を拾 った りす る事 は難 しい こ とが 多 か った。
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V研 究の成果と今後の課題

1研 究 成 果

児 童 の 気 付 きの 見 取 りや、 見取 った気 付 きを生 かす 支 援 を 工夫 をす る こ と に よ り、L),下 の

よ うな成 果 を授 業 実 践 を通 して得 る こ とが で きた。

〈授業 の改善〉

○気付 きを生 か した単元計画 ・環境構成 を、 工夫す るよ うに なった。 　

○ 児童 の 気 付 きを 予 想 す る こ と に よ って 、意 図 的 ・計 画 的 に 見取 り、 支援 す る よ う1

にな っ た。

01単 位 時 間 ご との 短 期 的 な観 察 対 象 児 や 、 単 元 全 体 の 長 期 的 な観 察 対 象 児 を 決 め

る こ とに よ って 、 期 待 す る児 童 の姿 や支 援 の方 向 が 明 確 に な り、 意 図 的 に支 援 を1

す る こ とが で きた。

○ 児童 の 気 付 きに 対 し、教 師 が 「意識 化」 二価 値 付 け」 「共 有 化」 「方 向 付 け」1関 連

付 け」 と い う5つ の 方 向性 を もって 支援 す る こ とに よ り、 活動 や体 験 の ね ら い に1

よ り迫 る こ とが で き た。

{「
「 一一 一 一 『 …一 一}ヤー 一『 一 一 一一'一一㎝一一『 「
茸 〈 児 童 の 変 容 〉 、

10児 童 の 気 付 きが 増 え 、 表 現 しよ う と す る意 欲 も 高 ま っ て き た 。

1・ 前 の活動 での気付 きを次の働 ・自ら生 かそ うとす る児童 の姿 も見 られるよ うにi
iな った。

10自 分 に 臼信 を も って 、 人 や 環 境 に 対 して 意 欲 的 に か か わ ろ う とす る児童 が 増 え て

[
き た 。

… 一一 　

2今 後の課題

1・ 今 年 度 明 らか に した5っ の支 援 の方 向性 の他 に、 児 童 の気 付 きを生 か す支 援 の 方,

1向 性 が あ る か ど うか を探 る。

L気 付 き観 馳 、 生帆 ひ くため、、、 よりよい個表 を工夫 して い く.

i・ 気 付 きを 生 か す た め に 、T・Tな ど を活 用 した有 効 な見 取 りや支 援 の あ り方 を探 る。
一 一一一一 一
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